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メチル⽔銀は、⼩胞体 (ER) ストレスを誘発することが知られています。ER ストレスを

受けた細胞は、通常、アンフォールドタンパク質応答 (UPR) シグナルによってその毒性を

防御しますが、過度にストレスを受けた細胞では通常の UPR シグナルでは防御しきれず細

胞死が⽣じます。メチル⽔銀曝露によっても ER ストレスを介した神経細胞死が⽣じている

可能性がありますが、動物レベル (in vivo レベル) の証明はなされていませんでした。 

本研究では ER ストレスを時間空間的に検出できる⼩胞体ストレス活性化インジケータ

ー (ERAI) マウスを使⽤して、メチル⽔銀曝露時の体性感覚野における UPR シグナルの

変化と神経細胞死の関係を調べました。検討の結果、メチル⽔銀曝露は ER ストレス後、

UPR シグナル変化を介して神経細胞死を引き起こしていることが動物レベル (in vivo レ

ベル) で明らかになりました (図1)。本結果は、UPR シグナルの調節がメチル⽔銀による

神経細胞死を予防するための重要な標的となり得ることを⽰唆しています。 
 

 
図1メチル⽔銀曝露による体性感覚野における神経細胞死 (⾚⾊部分) 


